
古
都
の
風
情
が
一
層
美
し
さ
を

増
す
早
春
の
京
都
。
そ
ん
な
季
節

に
、
名
旅
館
で
く
つ
ろ
ぎ
、
茶
の

湯
の
文
化
に
触
れ
る
極
上
の
大
人

旅
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
相し

ょ
う
こ
く
じ

国
寺 

慈じ
し
ょ
う
い
ん

照
院
の

茶
室「
頤い

神し
ん
し
つ室
」を
特
別
拝
観
。
そ

の
後
、
宇
治
茶
の
老
舗「
丸
久
小

山
園 

西
洞
院
店
」を
訪
ね
ま
す
。

夕
食
は
、
京
都
三
大
老
舗
旅
館
の

一
つ「
京
都 

炭
屋
旅
館
」で
、
女お

か
み将

に
よ
る
茶
席
と
懐
石
料
理
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

２
日
目
は
、
三
千
家
の
菩
提
寺
・

大
徳
寺 

聚じ
ゅ
こ
う
い
ん

光
院
の「
桝ま

す
ど
こ床

席
、
閑か

ん

隠い
ん

席
」（
重
文
）を
見
学
。
次
い
で
、

一
休
禅
師
ゆ
か
り
の
大
徳
寺 

真
珠

庵
で「
庭て

い
ぎ
ょ
く
け
ん

玉
軒
」を
観
覧
し
、
広
間

に
て
呈
茶
。
昼
食
は
、
４
８
０
年

の
歴
史
を
誇
る
、
京
都
屈
指
の
老

舗
料
亭「
二
軒
茶
屋 

中
村
楼
」に

て
昼
懐
石
を
ご
用
意
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
歌
人
・
西
行
が

庵
を
結
ん
だ「
西
行
庵
」に
て
、
茶

室「
皆か

い
に
ょ
あ
ん

如
庵
」を
特
別
拝
観
。
次
い

で
、
泉せ

ん
に
ゅ
う
じ

涌
寺
の
別
院
・
雲う

ん
り
ゅ
う龍
院い

ん

を

訪
れ
、
か
れ
ん
な
紅
白
の
ウ
メ
を

眺
め
ま
す
。

※上記旅程・時間は交通機関の都合、道路状況、天候、現地事情などにより変更となる場合があります。
※拝観は、寺の都合により急きょ中止になる場合があります。その際は代替えにてご案内します。

老舗の佳味と
茶の湯文化に触れる早春の京都

炭屋旅館の懐石料理とお茶席を楽しみ
特別拝観の名席を訪ねる静寂の京都2・3日間

【10/23（月）10:00から受付開始】
出発日／2024年2月23日（金・祝）、3月2日（土）・7日（木）・9日（土）
旅行代金（大人お1人様）／
　〈1泊2日コース〉（2名1室利用）163,000円、（1名1室利用）175,000円
　〈2泊3日コース〉（2名1室利用）225,000円、（1名1室利用）249,000円
最少催行人員／各10名様
食事／〈1泊2日コース〉朝食1・昼食1・夕食1回付

〈2泊3日コース〉朝食2・昼食1・夕食1回付
利用ホテル／京都 炭屋旅館またはホテルオークラ京都
添乗員／同行します（2日目解散時まで）

Schedule

1

3

2

14:30
15:00
16:30
17:30

終日

10:00
11:00
12:20
14:30
16:00
17:00
17:30

「京都 炭屋旅館」集合
「相国寺 慈照院」特別拝観にて茶室「頤神室」見学
「丸久小山園 西洞院店」訪問
「京都 炭屋旅館」にて堀部寛子女将の呈茶と懐石料理の夕食〈京都市内泊〉

朝食後、フリータイム（各自解散）

「大徳寺 聚光院」特別拝観と「桝床席、閑隠席（重文）」見学
「大徳寺 真珠庵」特別拝観と呈茶、「庭玉軒（重文）」見学
「二軒茶屋 中村楼」にて昼懐石の昼食
「西行庵」特別拝観にて茶室「皆如庵」見学
「泉涌寺 雲龍院」拝観にて観梅
〈1泊2日コース〉JR京都駅にて解散
〈2泊3日コース〉ホテル着	 〈京都市内泊〉

：
：
：
：

：

：
：
：
：
：
：
：

【お問い合わせ・お申し込み】　㈱JTB BS第七事業部　☎03（6737）9337　受付時間／9:30〜17:00（土・日曜・祝日・振替休日・12/29〜1/3休）
旅行企画・実施／㈱JTB　東京都品川区東品川2-3-11　観光庁長官登録旅行業第64号　一般社団法人日本旅行業協会正会員

	 ※写真はすべてイメージです。

◉お申し込み受付は先着順となります。【10/23（月）10:00受付開始】
　電話でのご予約後、詳しい旅行条件と内容を説明した書面をお送りいたします。

4八坂神社の表参道に立ち、田楽豆腐発祥の店として知られる「二軒茶屋 中村楼」。5古くより“茶の湯の宿”とし
て名をはせた「京都 炭屋旅館」。芸術の域にまで昇華したといわれる、五感を刺激する絶品の懐石料理を堪能したい。

1大徳寺 真珠庵の茶室「庭玉軒」（重文）。江戸初期の茶人・金森宗
和（かなもりそうわ）好みと伝わる。2東山にたたずむ泉涌寺 雲龍院
の「悟りの窓」から眺める紅梅。3狐が千宗旦に化けてお点前を披露
したという宗旦狐の伝説が残る、相国寺 慈照院の茶室「頤神室」。

1

23
4

5

VJシュープリーム・セレクション


